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あいち重点政策ファイル 3６0 プラス１ 

ロードマップの 2023 年度～2026 年度の主な取組 

≪概  要  版≫ 
 

 

 
 

１ 県民の生命と健康を守ることを最優先に、社会経済活動との両立を図る新型コロ      

ナウイルス感染症対策を推進 

・新型コロナウイルスの感染状況に応じた医療提供・検査体制の確保。 

・ワクチン接種体制の整備。 

・将来の新興感染症感染拡大に備えた体制確保。 

・政府の経済対策に呼応、新型コロナウイルス感染症や物価高騰等の影響を受け

る県民生活、事業活動への支援。 

【医療提供の充実・強化】 

・外来対応医療機関の指定、重点医療機関等の病床確保の支援、救急・周産期・小

児医療の体制確保の支援、医療体制緊急確保チームの運営など、医療提供体制の

充実・強化 

【ワクチン接種体制整備】 

 ・ノババックスワクチン接種センターや小児接種センターの開設 

・副反応に関する専門相談窓口の設置や新型コロナワクチン副反応等見舞金の支給 

・小児の個別接種を行う医療機関や障害児入所施設等・高齢者施設・障害者施設等

への巡回接種を行う医療機関に対する財政支援の実施 

【感染拡大防止対策の推進】 

・愛知県感染症対策連携協議会の設置及び開催 

【新興感染症感染拡大に備えた体制整備】 

 ・次期愛知県感染症予防計画の策定 

 【県民生活・事業活動支援】 

・SNS 等を活用した相談体制の確保 

・ひとり親家庭を対象とした住居費支援や生活支援特別給付金の支給 

・物価高騰による家計への影響を反映した低所得世帯の高校生等に対する奨学給付

の加算 

・中小企業や漁業者等への融資制度による資金繰り支援 

・中小企業等の新サービス・新製品の開発及び販路拡大の支援 

・市町村が実施するプレミアム商品券発行事業の支援や商店街が行うイベント等の

商店街活性化を図る取組の支援 

・LP ガス価格高騰の影響を受ける消費者の負担軽減のための LP ガス販売業者に対

する支援 

・物価高騰の影響を受ける私立学校、社会福祉施設、子ども食堂、医療機関等、窯

業・繊維事業者、農林漁業者等、バス・鉄軌道・定期航路事業者などに対する支

援 

・特別高圧電力価格高騰の影響を受ける中小企業に対する支援 

 

新型コロナウイルス感染症を克服！！ 
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２ ☆2005 年愛知万博の理念「自然の叡智」～人、いきもの、地球に対する「愛」を継 

承し、ジブリ作品の世界観を表現した唯一無二の公園施設として、国内外に魅力

を発信。 

☆国内外で愛されてきたスタジオジブリ作品を、将来にわたって伝え残していく。 

☆2023 年度 2期オープン（もののけの里、魔女の谷）、愛・地球博記念公園の更な

る魅力向上。開業効果波及。 

☆万博の理念と成果を未来に継承する万博20 周年記念事業の実施。  

・ジブリパークの整備推進（「もののけの里」は2023 年 11 月 1日、「魔女の谷」は

2024年 3月 16日に開園） 

・愛・地球博記念公園の整備（魔女の谷のみえる展望台、映画「猫の恩返し」の猫王

の城をモチーフにした「猫の城遊具」、「ネコバス」をイメージした車両の運行な

ど） 

・来園者向け県内観光プログラムの造成・販売促進、「ジブリパークのある愛知」の

PRプロモーションの実施など、ジブリパークを起点とする県内周遊観光の促進 

・中部・北陸地域の魅力を発信する「中部・北陸いいものフェア」の開催 

・愛知万博 20 周年記念事業の実施 

 (期間：2025 年 3 月 25 日～9 月 25 日、会場：愛・地球博記念公園） 

 

 
４ 新東名高速道路の 6 車線化、三遠南信自動車道、名古屋環状 2 号線、名豊道路、

西知多道路、名岐道路、浜松湖西豊橋道路、一宮西港道路、名古屋三河道路、名

浜道路等、高速道路網等の整備促進 

・新東名高速道路の 6 車線化、三遠南信自動車道の未開通区間、名古屋環状2号線、

名豊道路の早期整備に向けた国等への要望 

・西知多道路の未事業化区間の早期事業化、事業化区間の早期整備に向けた国への

要望、県施行区間の整備推進 

・名岐道路、浜松湖西豊橋道路の早期実現や、一宮西港道路、名古屋三河道路の具

体化に向けた国への要望 

・県道幸田幡豆線の整備による名浜道路の整備推進 

７ 名古屋港、三河港、衣浦港の機能強化及び「愛知県港湾物流ビジョン」に基づ

く、三港連携による国際競争力強化 

【名古屋港】 

・飛島ふ頭、金城ふ頭の岸壁等、浚渫土砂の新たな処分場整備など、「国際産業戦略港

湾」として必要な機能の強化 

【三河港】 

・神野地区の北防波堤整備や岸壁改良、蒲郡地区ふ頭用地の拡張整備、田原地区の

耐震強化岸壁整備など、港湾施設の整備 

・三河港港湾計画改訂に向けた検討 

「ジブリパークのある愛知」の魅力発信！ 

１．「リニア大交流圏」の形成 
～首都圏・中京圏で 5 千万人のメガリージョンを！ 
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【衣浦港】 

・中央ふ頭西 6 号岸壁の改良、外港地区の中央航路拡幅促進や高潮防波堤の改良、

武豊ふ頭地区‐富貴地区間の臨港道路の整備など、港湾施設の整備 

【名古屋港・三河港・衣浦港】 

・「愛知県港湾物流ビジョン」「伊勢湾の港湾ビジョン」に基づく、モノづくり産業

を支える港湾物流機能の強化に向けた連携の推進 

８ 名古屋港、三河港、衣浦港のカーボンニュートラルポート形成に向けた取組の推進 

【名古屋港・三河港・衣浦港】 

・港湾脱炭素化推進計画の策定 

14 リニア中央新幹線の整備促進や名古屋駅からの鉄道による40分交通圏の拡大、名

古屋駅と豊田市駅間の速達化、中部国際空港アクセスの向上 

・リニア中央新幹線建設促進期成同盟会（全国・県）による早期全線整備に向けた

国等への働きかけ及び広報啓発 

・鉄道ネットワークの充実・強化に関する方策案の具体化検討の実施等の取組の推進 

・名鉄三河線の複線化等による豊田市方面への速達化に向けた関係者との協議・調

整 

16 中部国際空港の戦略的整備～第二滑走路（完全 24 時間化）（2027 年度目途）、

LCC ターミナル、国際展示場、フライト・オブ・ドリームズ、水素ステーショ

ン、FC フォークリフト等による活性化、エアポートセールスの戦略的実施、航

空ネットワークの充実、クルーズ船誘致活動の推進等～ 

・「中部国際空港の将来構想」の早期実現に向けた国への働きかけ、空港会社への

財政的支援など、第二滑走路の整備を始めとする中部国際空港の機能強化 

・LCC を含む重点路線の利用促進によるアウトバウンドの促進 

・コンセッション方式による愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」の管理・運営 

・セントレア水素社会形成研究会等を中心とした FC フォークリフト等の導入促進、

水素利活用モデルの発信イベントの開催などによる中部国際空港の活性化 

・常滑港へのクルーズ船誘致活動の推進 

17 あいちデジタルアイランドプロジェクトによる 5G デジタル技術の実装支援等、

中部国際空港島周辺地域のスーパーシティ化の推進 

・5G 等デジタル技術を活用した実証実験の実施や先進的テック企業等とのビジネス

マッチングの実施など、「あいちデジタルアイランドプロジェクト」の推進によ

る中部国際空港島及びその周辺地域のスーパーシティ化の推進 

21 移住・定住の促進 

・東京都にある「ふるさと回帰支援センター」に愛知県専門ブースを設置し、愛知

県専属の移住相談員を常駐させ移住促進を強化 

・ワーケーションの実証実験の実施、起業による地域課題解決に挑戦する「アント

レワーク実践者」の選定・支援など、三河山間地域の関係人口の拡大、なりわ

い・ひとづくりの推進 

・離島の地域課題解決に向けた外部人材とのマッチングや島民と外部人材の交流イ

ベントの実施など、離島における関係人口の持続化に向けた取組の推進 
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22 休み方改革を愛知から～ワーク・ライフ・バランスの充実、すべての産業の生産  

性向上、日本経済の活性化を目指す国民運動を愛知から 

・あいちウィーク（11 月 21 日～27 日）におけるイベントの開催や公の施設の使用

料等の減免など、あいち県民の日・あいちウィークを契機とした「休み方改革」

の推進 

・年次有給休暇の取得及び多様な特別休暇の導入を積極的に推進している中小企業

等を奨励する「休み方改革マイスター企業認定制度」の創設による、休暇を取得

しやすい職場環境づくりの促進 

・市町村立小中学校及び県立学校での「ラーケーションの日」の創設・導入、校務

支援員の配置など「ラーケーション」導入に向けた実施体制の整備、「県民の日

学校ホリデー」の創設・実施など、家族と子どもが一緒に過ごせる仕組みづくり

の促進 

・混雑を回避した旅行を促す「あいちスキ旅キャンペーン」やあいちの魅力発見バ

スツアーの実施など、平日や閑散期への観光需要のシフトを促進 

・愛知県「休み方改革」イニシアチブ賛同企業・団体を集めながら、経済界・労働

界・教育界とともに地域が一体となった「休み方改革」を推進 

・「休み方改革」を国民運動として展開するため、全国知事会のプロジェクトチー

ムの活動を推進、提言・先行事例を取りまとめ国・経済団体等へ要請 

 

 

23 愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」の最大限の活用、国際的な MICE の誘致、

官民連携による新たな産業展示会の創出等、国際観光都市を目指した取組の推進 

・コンセッション方式による愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」の管理・運営 

・スマートシティに関連する製品・技術の展示会(AXIA EXPO 2024)や県内の自然観

光資源を PR するイベントなど、新たな展示会の創出 

・「愛知・名古屋 MICE 推進協議会」による MICE 誘致の取組の推進や「“Heart”of 

JAPAN ～ Technology & Tradition」を掲げた海外 MICE プロモーションの展開な

ど、地域一丸となった MICE 誘致 

24 欧州最大級の国際産業展「グローバルインダストリー」日本版

（SMART MANUFACTURING SUMMIT BY GLOBAL INDUSTRIE ）の開催支援(2024 年 3 月) 

・地元産業界への出展働きかけや愛知県ブースの出展など、「SMART MANUFACTURING 

SUMMIT BY GLOBAL INDUSTRIE」の開催支援 

 （会期：2024 年 3 月 13 日～15 日、会場：愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」） 

25 Aichi-Startup 戦略に基づく、スタートアップ・エコシステムの形成 

・国内最大のスタートアップ支援拠点 STATION Ai の整備（2024 年 10 月オープン） 

・STATION Ai の整備・運営を担う「STATION Ai 株式会社」による PRE-STATION Ai

の運営 

・起業する意志のある方を対象としたビジネスプランコンテストの開催及びハンズ

オン支援、副業・兼業の起業家人材の発掘・育成、大学生を対象とした起業家人

２．「産業首都あいち」 
～国際イノベーション都市へ 
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材育成プログラムの実施、小中高生を対象とした起業家精神育成プログラムの実

施、ユニコーン企業創出に向けた支援、スタートアップ向け人材マッチングの実

施、世界トップレベルのアクセラレーターによるプログラム展開など、スタート

アップの創出・育成支援 

・テキサス大学オースティン校、シンガポール国立大学、中国の清華大学・上海交

通大学・浙江大学、STATION F を始めとしたフランスの支援機関、イスラエルの

イノベーション庁を始めとした支援機関との連携事業の実施など、海外の大学・

スタートアップ支援機関との連携 

・STATION Ai 株式会社による STATION Ai Central Japan 1 号ファンドの運営、ベ

ンチャーキャピタルとのネットワーク構築、県内スタートアップ創出のための起

業支援金支給など、スタートアップの資金調達支援 

26 STATION Ai に産業首都あいちの礎を築いた産業偉人展示施設の開設 

・実施設計と展示制作を一体で実施するデザインビルド方式による整備 

27 革新事業創造戦略によるオープンイノベーション環境の創出～民間からの事業提

案を受け付けるプラットフォーム「A-idea」を運営、優れた提案を選定して事業

化を支援 

・革新事業創造提案プラットフォーム「A-idea」の運用、革新事業創造事業費補助

金制度による事業化支援、事業化に向けたワーキンググループの開催など、革新

事業創造戦略の推進 

・「空と道がつながる愛知モデル 2030」の実現に向け提案者を含む民間事業者と連

携協定を締結（2023）、プロジェクトチームの設置（2023）など、あいちモビリ

ティイノベーションプロジェクトの推進 

・新しい環境関連技術を持つスタートアップのシーズ調査の実施など、あいち環境

イノベーションプロジェクトの推進 

28 農業総合試験場と大学、スタートアップが連携して、イノベーションを創出し、         

農業の課題解決を目指す「あいち農業イノベーションプロジェクト」の推進 

・スタートアップ等との共同研究の実施、農業総合試験場を拠点とする産学官連携

の体制強化など、あいち農業イノベーションプロジェクトの推進 

34 豊田・岡崎地区研究開発施設へのアクセス道路、西尾次世代産業地区用地造成事

業を始め次世代自動車産業に必要な拠点の整備促進 

・国道 301 号など、豊田・岡崎地区研究開発施設へのアクセス道路の整備推進 

・西尾次世代産業地区の整備推進 

36 県内各地域における自動運転技術の社会実装への挑戦 

・国家戦略特区における自動走行等の近未来技術実証のための制度整備に向けた継

続提案の実施 

・自動運転を活用した交通事業者等が実運行で再現可能なビジネスモデルの構築に

向けた実証実験の実施 

・中部国際空港周辺や名古屋駅と STATION Ai との間における自動運転の社会実装

の推進 

39 航空宇宙産業の持続的発展に向けた支援（人材育成の推進、サプライチェーン強 

化、航空機装備品の国産化に向けた支援推進、国際的展示会・商談会出展支援） 

・販路開拓支援、人材育成支援、人材確保支援、航空機部品製造認証取得・運用支
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援、新規受注獲得に向けた集中的なハンズオン支援など、地域の行政、支援機

関、業界団体及び大学で構成する「あいち・なごやエアロスペースコンソーシア

ム」における総合的な航空宇宙産業の支援 

・航空宇宙産業の最新動向などをテーマとしたシンポジウムの開催 

・航空宇宙分野における新規設備投資に対する補助制度の創設 

43 産業用ロボットに加えてサービスロボットの社会実装の促進（医療、介護・リハ

ビリ、ドローン等） 

・「あいちサービスロボット実用化支援センター」の運営、介護リハビリ支援ロボ

ットの導入・活用支援など、介護・生活支援等のサービスロボットの開発と活用

の促進 

・実証実験場の提供、実証実験を通じた新たなビジネスモデルの創出支援など、無

人飛行ロボット（ドローン）の開発と活用の促進 

・実証実験・デモンストレーションの実施など、サービスロボットの社会実装に向

けた支援 

・愛知県立大学の次世代ロボット研究所等におけるロボット、AI、IoT 等の活用に

関する技術相談・共同研究等の実施 

44 高校生ロボットシステムインテグレーション競技会の開催など、ワールドロボッ

トサミット 2020、ロボカップアジアパシフィック 2021 あいちの大会レガシーの

継承 

・高校生ロボットシステムインテグレーション競技会の開催 

47 ICT 等の先進技術を活用するスマートシティ化に向けた市町村の取組への支援 

・モデル事業の公募・選定や成果報告会の開催による県内市町村のスマートシティ

化の促進 

48 産学行政の連携によるデジタル人材の育成・確保 

・中小企業のデジタル人材育成に関する問題解決に向けたアドバイザーの派遣、社

内研修カリキュラム作成からフォローアップまでの伴走支援、階層別（能力開発

リーダー・新事業開発リーダー、一般社員）の人材育成研修の実施、大学対抗ハ

ッカソンの開催など、デジタル人材の育成・確保の促進 

51 あいちデジタルヘルスプロジェクトの推進 

 ・プロジェクトの基本計画策定や推進母体となる「あいちデジタルヘルスコンソー

シアム（仮称）」の設立 

・スタートアップとの連携による健康長寿分野の新たなビジネスモデルの創出支援 

53 再生可能エネルギー（太陽光・風力・小水力・バイオマス等）に関する研究・技

術開発・実装促進 

 ・「愛知県新エネルギー産業協議会」におけるフォーラム等の開催、「産業空洞化対

策減税基金」による補助制度の運用など、新エネルギー分野の研究開発・実証実

験の支援 

・産学行政の連携による「低炭素サプライチェーン」の構築・拡大の推進、「低炭

素水素認証制度」の中部圏への拡大など、低炭素サプライチェーンの事業化の推進 

・下水汚泥の消化によるバイオガス発電、炭化処理による火力発電所での石炭との
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混焼利用、焼却時の廃熱利用など、下水汚泥のエネルギー利用の推進 

・太陽光発電設備の屋根貸し事業など、県有施設・県有地を活用した太陽光発電設

備の導入推進 

・水位差を利用した位置エネルギーの有効活用、再生可能エネルギー発電設備（太

陽光発電設備、小水力発電設備）の設置など、豊橋浄水場再整備によるカーボン

ニュートラルの推進 

54 あいちカーボンニュートラル戦略会議による民間アイデアの募集選定、優れたア

イデアを具体化・実践（矢作川カーボンニュートラルプロジェクト、「街区全体

で統一的に木造・木質化を図るまちづくり」プロジェクト） 

 ・あいちカーボンニュートラル戦略会議の開催や企業・団体からの事業・企画アイ

デアの募集 

・矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの取組を豊川流域を含む三河全域に拡

大するための概略検討調査の実施など、矢作川・豊川カーボンニュートラルプロ

ジェクトの推進 

・県産木材を活用する木造建築物の設計費支援や木造・木質化促進に向けた技術的

助言など、「街区全体で統一的に木造・木質化を図るまちづくり」プロジェクト

の推進 

59 産業空洞化対策減税基金に基づく企業立地、研究開発等への支援 

・「産業空洞化対策減税基金」を原資とした補助制度による、企業立地・研究開

発・実証実験の支援 

・「新あいち創造研究開発補助金」を活用した研究開発・実証実験の成果の発信や

販路・取引拡大を促進する展示・商談会の開催 

62 愛知県中小企業振興基本条例に基づく総合的な中小・小規模企業者の支援 

・アンケート調査や企業訪問による中小企業のニーズの把握や関係機関との連携な

ど、愛知県中小企業振興基本条例に基づく中小企業支援の実施 

・繊維・窯業産地企業の魅力を県内外の若者に向けて発信するツールの作成など、

地場産業における若者人材の確保支援 

・地域資源を活用した新製品（商品）の開発、販路拡大等の新事業展開の支援な

ど、あいち中小企業応援ファンドによる中小・小規模企業の支援 

・経営革新計画の策定促進や新サービス・新製品の開発及び販路拡大の支援など、

中小・小規模企業者の経営革新の促進 

67 商店街の集客力向上・販売力向上・体質強化等の支援、商店街情報の発信強化 

・「あいち商店街活性化プラン 2025」の推進 

・商店街と大学・地域住民等との連携促進、商店街の空き店舗への出店・利活用の

促進、商店街の未来を拓くプロジェクトによる模範的商店街の重点支援、げんき

商店街推進事業費補助金と商業振興事業費補助金による商店街活性化の取組支援

など、商店街の活性化の促進 

69 大型店と商店街や市町村が賑わいあるまちづくりに向けて共に取り組む地域貢献

活動を促進する条例の制定 

・有識者、業界団体及び行政機関を構成員とする懇話会を開催し、商業者等による

地域貢献活動推進のための条例の制定を検討 
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72 水田の大区画化や農業水利施設の老朽化対策及び農道・林道、干潟・浅場、魚礁

漁場、漁港など生産基盤の整備推進 

 ・水田の大区画化、農業水利施設の老朽化対策、農地の排水対策、農道整備など、

農業の生産基盤強化 

 ・林内路網の整備、高性能林業機械の導入支援など、林業の生産基盤強化 

・干潟・浅場及び増殖場の造成、魚礁漁場や漁港の整備・保全など、水産業の生産  

基盤強化 

77 農起業支援ステーションや農起業支援センターにおける新規参入希望者への支

援、経営継承支援など、農林水産業を支える多様な人材の確保・育成、産地での

受け入れ体制の構築支援 

 ・農起業支援ステーション等における就農希望者・企業への相談対応や生産技術指

導の支援など、新たな担い手の確保・育成 

 ・愛知県林業労働力確保支援センター等と連携した就業相談や研修の実施など、林

業の担い手確保と経営体強化 

 ・漁業就業者確保育成センター等と連携した就業相談やリース方式による漁船導入

支援など、水産業の担い手確保と経営体強化 

83 温室効果ガスの排出削減等の環境との調和や、気候変動等の環境変化に対応でき

る持続可能な農業の推進 

・環境負荷の低減に取り組む農林漁業者が作成する環境負荷低減事業活動実施計画

の認定など、「みどりの食料システム法」に基づく基本計画の推進 

84 危機に強い農業の確立（小麦大豆の生産拡大、自給飼料生産促進、災害に強い生

産体制づくりなど） 

 ・農業経営体が業務継続に必要な業務継続計画（BCP）の策定促進 

・小麦大豆の生産拡大に向けた取組の支援 

・自給飼料生産振興事業による自給飼料の生産・利用拡大の促進 

87 名古屋コーチン、抹茶、小麦「きぬあかり」などあいちの農林水産物のブランド

力強化と需要拡大、オリジナル品種の更なるブランド化 

 ・消費拡大イベント等による県産農林水産物（園芸作物、畜産物、水産物）の魅力

発信と需要創出、県内事業者に対する商談会への出展支援など、PR 活動の推進 

・県が開発した「夕焼け姫（カンキツ）」、「あいみずき（日本なし）」、「愛きらり

（いちご）」、「愛ひとつぶ（ブランド米）」の PR 強化 

・ICT 等の次世代技術を活用した「愛ひとつぶ」の栽培技術の現場定着支援 

・みかわ牛のブランド力向上支援の強化 

・農林水産物等の地理的表示（GI）保護制度への登録支援 

88 日本一の生産額を誇る花きの需要拡大など花の王国あいちの推進、フラワーバレ

ンタインなど県内消費、首都圏消費の拡大策の展開 

・「あいち花マルシェ」の開催やフラワーバレンタインプロモーションの実施な

３．農林水産業の振興 
～中部最大の農業県・愛知の力をパワーアップ 
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ど、イベントによる PR の実施 

 ・「今月のあいちの花」の展示やスポーツシーン等での花き活用推進、「食と花の街

道」の認定など、花いっぱい県民運動の推進 

89 SDGs の実現に貢献する地産地消の推進、新たな流通体制の構築 

・地産地消の理解を促進するデジタルプロモーションや県産品の購入を促進するた

めのデジタルスタンプラリーの実施など、地産地消の推進 

・「愛知を食べる学校給食の日」の実施や「わが家の愛であ朝ごはんコンテスト」

の開催など、学校給食等における地産地消の推進 

・新ルートの実証試験の実施など、農産物の地域内流通網の構築促進 

・インターネットを活用した県産農林水産物の PR や販路拡大の推進 

 ・小学校等への県産水産物の普及啓発資材配布 

90 「伐る・使う→植える→育てる」循環型林業の推進、木材加工施設等の整備によ

る製材品の安定供給体制強化と、あいち認証材の利用促進に向けた取組の充実 

 ・循環型林業の実施及び流通コスト削減への取組支援、次世代林業基盤づくり事業

による林業・木材産業の生産基盤強化による流通・加工体制の強化 

・「木材利用の促進に関する基本計画」の推進、あいち木造・木質化サポートセン

ターによる相談会等の実施、県産木材を利用した PR 効果の高い民間施設等の支

援など、「あいち認証材」の利用促進 

96 森林による温室効果ガスの吸収拡大に向けたＪ－クレジット制度の活用促進 

・J-クレジット制度活用に向けた調査の実施 

98 水質保全と「豊かな海」の両立に向けた取組の推進 

・浄化センターの栄養塩増加運転による社会実験の実施や栄養塩管理検討会議の開

催など、水質保全と「豊かな海」の両立に向けた取組の推進 

 

 

102 義務教育段階における少人数学級の拡充・少人数指導等の継続による確かな学力

の育成、小学校高学年における教科担任制の推進、英語専科教員の配置 

 ・小学校第 1～4 学年及び中学校第 1 学年における 35 人学級編制の継続実施 

・県独自に小学校第 5 学年に 35 人学級編制を拡充 

・小中学校における学習指導員の配置 

 ・小学校高学年における教科担任制の推進 

・小学校における英語専科教員の配置 

104 高等学校将来ビジョン、県立高等学校再編将来構想、定時制・通信制教育アップ

デートプランに基づく魅力ある高等学校づくり 

・国際探究科の新設（刈谷北（2023））、商業高校のリニューアル（中川青和、春日

井泉、ビジネス探究プログラム導入（2023））、昼間定時制課程総合学科の新設

（城北つばさ（2023））、観光ビジネスコースの設置（足助（2023））、稲沢緑風館

高校の開校（2023）、新たなタイプの学校設置（犬山総合、御津あおば（2023））

４．「すべての人が輝くあいち」 
～子ども、若者、女性、高齢者、障害のある人など、全ての人が活躍 
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など、「高等学校将来ビジョン」「県立高等学校再編将来構想」に基づく県立高校

の魅力化・特色化と再編の推進 

・新しいタイプの定時制・通信制高校の設置や夜間中学の設置に関する検討など、

「愛知県 定時制・通信制教育アップデートプラン」の推進 

105 探究的学びを重視する学校や生徒それぞれの能力や可能性を伸ばすことができる

学校など、愛知らしい併設型中高一貫校の設置 

・「中高一貫教育具体化検討部会」の開催、導入校ごとのワーキンググループの実

施など、中高一貫教育制度の導入推進 

115 不登校やひきこもりなど社会とのつながりを持つことが困難な子ども・若者やそ

の家族の支援（校内フリースクールの設置、学業を中断した子ども・若者の学び

直し機会の充実など） 

・家庭教育コーディネーターによる家庭訪問・電話相談や大学生によるホームフレ

ンド活動など、不登校児童生徒及びその家族への支援 

・保健所、精神保健福祉センターにおけるひきこもり相談や家族教室の実施、ひき

こもり本人を支援する人材の育成など、ひきこもり本人や家族への支援 

・市町村ひきこもり相談体制整備に向けた支援 

・スクールカウンセラー・スーパーバイザーの配置、県立高校・特別支援学校への

スクールソーシャルワーカー配置及び小中学校への設置補助 

・校内教育支援センター（校内フリースクール）の設置に向けた検証の実施 

・若者・外国人未来塾の実施など、困難を抱える若者や外国人に対する高等学校卒

業程度認定試験等の合格に向けた学習支援 

・長期欠席者等に対する公立高校入学者選抜の受検機会等の確保など、進学や学び

直しの支援 

117 県立学校における教育環境の改善 

・県立学校施設の長寿命化 

・トイレ環境の改善（県立学校の普通教室棟・管理棟の全トイレの湿式床の乾式 

化、便器の洋式化） 

・ICT 化の進展に対応した教育環境の充実 

・特別支援学校体育館等の空調拡充 

・県立学校施設の長寿命化やトイレ環境の改善の実施 

・明和高校、春日井高校の校舎改築 

・全ての高等学校における普通教室等の空調設備の公費による運用、特別支援学校

体育館等へのリース空調の整備 

・特別支援学校の幼児児童生徒用インターネット回線の増強 

・全ての県立学校に、体育館・運動場・校外学習等で児童生徒用のタブレット端末

をネットワークに接続するためのモバイルルーターの整備 

・GIGA スクール運営支援センターによる県立学校の ICT 環境の維持 

118 教員の確保～正規教員の積極的採用、採用試験の改善など 

・正規教員の積極的採用に配慮した教員採用計画の策定 

・教員採用試験の受験方法や実施時期の検討など、採用試験の改善 
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120 公立中学校の休日の部活動（運動部・文化部）の円滑な地域移行の推進、県立高

校部活動地域移行の検討 

・休日の部活動の地域移行・地域連携に向け、コーディネーターの配置や運営団

体・実施主体の整備充実等に関する実証事業を実施 

121 総合教育センターの移転整備（2026 年度）と研修機能の重点化、研究成果を生か

した実践的な研修の実施 

・総合教育センターの移転に向けた整備の推進 

・研修内容の高度化、オンライン研修の充実、対面型研修とオンライン研修を組み

合わせた効果的・効率的な研修形態の推進など、研修機能の重点化 

・現場のニーズに応じた多様な研修の充実 

127 働く場における女性の定着と活躍の場の拡大～あいち女性輝きカンパニーの認証

などを通じた、女性の活躍に向けた企業等の意識改革の促進や取組への支援（次

期あいち男女共同参画プランの策定（2025 年度）、女性の活躍促進コーディネー

ターによる企業支援、あいち女性の活躍プロモーションリーダーによる中小企業

支援、あいち女性の活躍促進会議の開催、女性の活躍促進宣言の募集、あいち女

性の活躍促進サミットの開催など） 

・「あいち男女共同参画プラン 2025」に基づく施策の推進及び次期プランの策定 

・あいち女性輝きカンパニーの認証、あいち女性の活躍促進会議・女性の活躍促進

サミットの開催、女性の活躍促進宣言の募集、女子大学生と女性活躍企業の交流

会の実施、中小企業の女性活躍の推進に向けたセミナー・相談会の実施など、あ

いち女性の活躍促進プロジェクトの推進 

135 産後パパ育休を始め男性の育児休暇取得の推奨・促進など､男性の育児参加の促

進（イクメン・イクボスの普及拡大） 

・男性が育児休業を取得しやすい職場環境づくりに取り組む中小企業等へのアドバ

イザー派遣、男性従業員が育児休業を取得した中小企業等に対する奨励金の支給

など、男性の育児休業の取得促進 

・あいちイクメン・イクボス応援会議や応援サイトの運営、イクメン・イクボスの

育成に取り組む企業の表彰など、育児等に積極的な男性や部下の仕事と育児等と

の両立を応援する上司の普及拡大 

・子育てハンドブック「お父さんダイスキ」アプリケーションの配信による育児等

に積極的な男性の普及拡大 

138 「日本一子育てしやすいあいち」の実現をめざした、総合的な子育て支援施策の

推進 

・ワーク・ライフ・バランスの推進、多様な保育サービス、児童の放課後対策の拡

充、子どもの貧困・ひとり親家庭の支援など、「あいち はぐみんプラン 2020-

2024」に基づく施策の推進 

・男性の育児休業取得を促進する中小企業等に対する奨励金の支給、出産・子育て

応援交付金の拡充による低所得世帯への子育て支援、SNS を活用した相談支援の

実施など様々な問題を抱える妊婦等への支援、婚活イベントの開催など結婚を希

望する男女の出会いサポートなど、少子化対策の推進 

・高齢者、障害者、子どもの各分野を超えて、包括的に相談支援や地域づくり等の
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重層的支援を行う市町村への支援 

139 ヤングケアラー支援の充実 

・市町村モデル事業の実施、支援関係機関研修の開催、支援コーディネーターの配

置、子ども向け啓発パンフレットの配布など、ヤングケアラーへの支援と理解の

促進 

141 子どもが輝く未来基金による子どもの貧困対策の推進 

・子どもの貧困対策推進プロジェクトチームによる「子どもが輝く未来へのロード

マップ」の進行管理、生活困窮者自立支援制度による学習・生活支援の実施な

ど、「子どもの貧困対策推進計画」に基づく施策の推進 

・児童養護施設入所児童等の自立支援、子ども食堂の開設支援、子ども食堂におけ

る子どもの学習支援への補助など、「子どもが輝く未来基金」を活用した取組・

事業の推進 

143 結婚支援事業の積極的展開 

・出会いサポートポータルサイト「あいこんナビ」の運営 

・婚活イベントの開催や民間婚活イベントの開催支援 

151 児童虐待の未然防止や早期発見・早期対応、児童相談センターの体制強化による

児童虐待事案への適切な対応、保護した児童の家庭的養護の推進、被虐待児の家

族再統合の支援、社会的養護経験者（ケアリーバー）の自立支援 

・児童虐待の未然防止のため、市町村の子ども家庭相談体制の充実支援 

・児童相談センターの専門職員の人材確保及び専門性の向上、家族再統合の支援に

向けた指導、弁護士との連携による相談体制の強化 

・里親等委託の推進、児童養護施設等の小規模化・地域分散化・高機能化・多機能

化の推進など、家庭的養護の推進 

・施設入所児童等の意見表明支援の推進 

・支援コーディネーター及び生活相談支援担当職員の配置、居住の場と生活費の提

供など、社会的養護経験者（ケアリーバー）の自立支援 

・拠点病院である「あいち小児保健医療総合センター」における児童虐待専門医療

コーディネーターの配置、拠点病院・中核的な病院、地域の医療機関の連携体制

の構築 

152 生活困窮、性暴力、DV など困難な問題に直面する女性への包括的支援 

 ・「愛知県困難な問題を抱える女性支援基本計画（仮称）」の策定 

・「性暴力救援センター日赤なごやなごみ」の運営支援、救命救急センター等への

性暴力被害者支援看護師（SANE）の設置促進、性暴力被害者に対する医療費・法

律相談費用等の公費負担など、性犯罪・性暴力被害者支援の充実 

155 地域の医療機関の機能分担・連携の推進による救急医療体制の強化 

 ・救急医療機関の施設・設備整備や施設運営等の支援による地域の救急医療体制の

強化 

・地域の実情に応じた第 2 次救急医療体制の検討及び支援 

・休日夜間の救急医療を担う医師の手当助成による救急医療を担う人材の確保 

・愛知県医師会館の建替えに伴う救急医療情報センターの再整備 
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156 3 次救急医療・災害医療の強化～新たなドクターヘリの配備による 2 機運航体制

の確立 

 ・2 機目のドクターヘリ配備、ドクターヘリ基地病院に対する助成による 2 機運航

体制の確立 

159 がん医療を取り巻く状況変化、施設の老朽化を踏まえた「がんセンター」の強化   

検討 

 ・がん医療と研究の現状整理、施設・設備・医療機能の検討など、将来のがんセン

ターの整備に向けた基本構想調査の実施 

 ・世界最大規模のがんセンター「MD アンダーソンがんセンター」と愛知県がんセン

ターとの連携に向けた協議 

160 小児・AYA 世代・若年がん患者の支援（アピアランスケア支援（医療用ウィッグ

購入補助）、妊よう性温存治療支援、若年がん患者在宅療養支援） 

 ・がん患者に対する医療用ウィッグ及び乳房補整具購入費用の補助によるがん患者

の社会参加支援 

 ・妊よう性温存治療費及び温存後生殖補助医療費の助成による将来子どもを持つこ

とを望むがん患者に対する経済的支援 

 ・40 歳未満の若年がん患者に対する居宅サービス等に係る費用の補助による経済的

支援 

162 医療提供・人材育成の拠点づくり、地域医療を担う看護職員育成、医療機器産業

の育成など、医療プロジェクトの推進による長寿社会への対応及び医療基盤の整

備強化 

・地域医療支援センターを活用した医師のキャリア形成支援策の充実、女性医師が

育児をしながら働くことができる体制整備への支援など、医療人材育成の拠点づ

くりの推進 

・へき地医療確保看護修学資金の貸与によるへき地医療機関における看護師の確保

促進 

・愛知県看護研修会館の研修室等整備支援による看護職員育成の拠点づくり促進 

・あいち健康長寿産業クラスター推進協議会の運営、メディカル・デバイス産業振

興協議会への参画など、医療機器や福祉用具等の産業育成・強化 

171 愛知県認知症施策推進条例に基づく総合的かつ計画的な認知症施策の推進、「あ

いちオレンジタウン構想」の全県展開・「認知症に理解の深いまちづくり」の推

進、認知症医療提供体制の強化、国立長寿医療研究センターとの連携 

・愛知県認知症希望大使と協働した普及啓発、認知症地域支援推進員の研修プラッ

トホームの更新、若年性認知症の人等の社会参加支援モデルの構築、認知症カフ

ェにおける交流の推進など、あいちオレンジタウン構想第 2 期アクションプラン

の推進 

・「認知症疾患医療センター」における認知症の専門医療の提供 

・医療従事者等の認知症対応力向上研修の開催や認知サポート医の養成 

・インディペンデントエイジング 2023 の開催支援 

178 新たな特別支援学校や分教室の設置・検討など教室不足等の解消促進（岡崎特別

支援学校の移転、小牧特別支援学校の増築、いなざわ特別支援学校の増築、名古

屋市立若宮高等特別支援学校の開設支援、豊田市内での特別支援学校の設置検
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討、名古屋東部地域での肢体不自由特別支援学校の整備検討） 

・千種聾学校ひがしうら校舎の設置（2023） 

・岡崎特別支援学校の移転 

・小牧特別支援学校、いなざわ特別支援学校の増築 

・名古屋市立若宮高等特別支援学校の開設支援 

・西三河北部地区での知的障害特別支援学校の設置に向けた整備 

・名古屋東部地区での肢体不自由特別支援学校の設置に向けた整備 

179 医療的ケアのための看護師の拡充、長時間通学や保護者負担軽減のためのスクー   

ルバスの整備、特別支援教育における外部専門人材の活用など、特別支援学校で

の幼児児童生徒への支援の充実 

・特別支援学校の常勤・非常勤看護師の増員、連絡協議会・研修会の開催など、医

療的ケアの充実 

・特別支援学校のスクールバスの増車による長時間通学の解消 

・特別支援学校へのスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置な

ど、児童生徒の心のケアの充実 

・外国人生徒等教育支援員の配置や小型通訳機の配備など、外国人等語学支援の必

要な幼児児童生徒への対応の充実 

190 職業訓練や職業教育の充実などによる就労の支援 

・「あいち障害者雇用総合サポートデスク」の運営や中小企業応援障害者雇用奨励

金の支給、精神障害者向け面接会の開催など、障害者の就労支援の実施 

・就労支援事業の整備促進、障害者就労施設の経営改善支援のための研修会の開

催、福祉施設からの一般就労への移行を支援する「一般就労相談窓口」の運営な

ど、障害者の就労を支援する職員の知識・技能の向上支援の実施 

・障害者の新たな仕事創出に向けた企業とのマッチングの実施 

・企業と連携した職業教育の推進、就労アドバイザーの配置や知的障害特別支援学

校への職業コースの設置など、特別支援学校における職業教育の充実強化と就労

支援の充実 

192 あいちアール・ブリュット障害者アーツ展 10 周年（2023 年）を契機とした障害

者芸術文化活動の一層の充実 

・あいちアール・ブリュット展・関連イベントの開催、障害者支援施設等での出前

講座の開催、障害者の芸術文化活動に携わる施設職員等への支援・育成など、障

害者芸術文化活動の推進 

・あいちアール・ブリュット展の 10 周年記念式典や作品展「10 周年記念美術館」

の開催、芸術文化センターや県図書館における長期展示の実施など、記念事業の

実施 

197 技能五輪全国大会・全国アビリンピックの Aichi Sky Expo での連続開催など、

技能尊重気運の醸成、モノづくり人材の育成～Aichi Sky Expo を技能者の甲子

園に 

 ・大会併催イベントや子どもたちの大会見学支援の実施、選手育成の支援など、

2023 年度の技能五輪全国大会・全国アビリンピック（愛知県国際展示場「Aichi 

Sky Expo」を主要会場に国等の主催により開催）に向けた取組の推進 

・2024 年度、2025 年度の技能五輪全国大会・全国アビリンピックの連続開催 
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・県アビリンピックの開催 

・小・中学校、特別支援学校への技能五輪メダリスト等の派遣、小・中学生を対象

としたロボット製作とプログラミング制御の競技大会の開催など、技能尊重気運

の醸成・発展と次代のモノづくりを支える人材の創出促進 

205 ICT を活用した時間や場所を有効に活用する柔軟な働き方、テレワークの導入・

定着の推進 

・テレワークサポートセンターにおけるテレワークの普及啓発やサテライトオフィ

スの見学・体験会の実施、テレワーク・スクールの開催など、テレワークの導

入・定着支援 

206 地域経済における人材確保支援（若者・女性・高齢者・就職氷河期世代の活躍促

進） 

・「ヤング・ジョブ・あいち」における就職相談から職業紹介までのワンストップ

支援など、若者の就労支援の推進 

・県内企業で活躍する女性のロールモデル等の情報の若い女性への発信、女子大学

生と女性活躍企業の交流会の実施など、女性活躍企業の魅力を発信する取組の推

進 

・中高年齢者再就職支援セミナーや企業向けの高年齢者雇用促進セミナーの開催な

ど、高齢者の就労支援 

・個々の適性や希望に合った企業とのマッチング支援、地域若者サポートステーシ

ョンでの心理カウンセリング及び IT 技術スキルアップ訓練と職場実習を組み合

わせた雇用型訓練の実施など、就職氷河期世代の就職・正社員化を支援 

・中小企業向け採用支援セミナーの開催、学生等の職業選択の視野を広げるための

「業界研究フェア」及び「一日職場体験」の開催、合同企業説明会の開催など、

中小企業と学生・離転職者等とのマッチング支援 

209 愛知県人権尊重の社会づくり条例（2022 年 3 月制定、4 月施行）の推進を始め、

人格と個性を尊重しあいながら支え合い、多様性を認め合う、だれ一人取り残さ

れることのない社会づくりの推進 

・人権教育・啓発の全庁的な取組の推進など、「人権教育・啓発に関する愛知県行

動計画」の推進 

・人権施策の推進に関する重要事項についての調査、審議を行う愛知県人権施策推

進審議会の開催 

・地域の企業や大学、NPO 等と連携した啓発イベント「人権啓発キャラバン」の実

施など、条例の周知、普及啓発の推進 

・人権相談員による一般相談の実施、弁護士による人権問題法律相談の実施など、

人権相談事業の実施 

・インターネット上の誹謗中傷等の情報収集、被害者の求めに応じた削除申請方法

等の助言・支援など、インターネットモニタリングの実施 
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210 新たな「あいち観光戦略」を策定～「ジブリパークのある愛知」を核としたデス

ティネーションブランドの確立など、観光振興の取組をさらに戦略的に推進 

・「あいち観光戦略」に基づく観光振興の推進と新たな「あいち観光戦略」の策

定・推進 

・ジブリパークを起点としたモデルコースの紹介、ジブリパーク来園者向け県内観

光プラグラムの造成・販売促進、「ジブリパークのある愛知」の PR プロモーショ

ンの実施、首都圏・関西圏等で開催される観光物産展での情報発信など、「ジブ

リパークのある愛知」を核とした観光振興 

・観光物産展の開催、SNS による情報発信、応援企業の募集、地域資源の高付加価

値化など、愛知ならではの「ツウ」な魅力の向上、効果的な PR・プロモーション

によるあいち「ツウ」リズムの推進 

・観光関係者や交通事業者等と構築する「愛知観光プラットフォーム」を活用した

観光プロモーションの推進 

211 2025 年新体育館（愛知国際アリーナ）開館、2026 年アジア競技大会・アジアパ

ラ競技大会、2027 年度リニア中央新幹線開業等をターゲットとした誘客やイベ

ント等（2025 年ツーリズム EXPO ジャパンなど）の誘致・開催 

・アジア地域に向けたプロモーションや県内観光施設における多言語表記の整備支

援によるアジア地域からの誘客促進 

・ツーリズム EXPO ジャパン 2025 の愛知開催の実現に向けた主催者への提案 

213 自動車・航空宇宙を始めとする産業観光、及び 2023 年大河ドラマ「どうする家

康」、三英傑、お城、街道等を活用した歴史観光の推進 

・「サムライ・ニンジャフェスティバル」等の武将観光イベントの開催、「徳川家康

と服部半蔵忍者隊」を活用した忍者観光の推進、城郭イベントへの出展など、三

英傑、お城、街道等を活用した歴史観光の推進 

・「徳川家康ゆかりの地」「武将のふるさと愛知」の PR、ロゴマーク・キャラクター

を活用した PR、大河ドラマ展の開催など、大河ドラマ「どうする家康」を活用し

た観光振興 

 ・産業観光・武将観光施設を巡るスタンプラリーの実施、あいち航空ミュージアム 

を活用した航空機産業をベースとした産業観光の強化など、産業観光の推進 

225 大高緑地始め県営公園への PARK-PFI などの民間活力の活用による魅力向上 

・大高緑地プール跡地への民間活力導入公園施設の調整 

 ・県営都市公園における民間活力導入公園施設の検討 

230 国のデジタル田園都市国家戦略構想と呼応した人口問題対策の推進（三河山間地

域） 

・人口問題対策プランとなる新たな総合戦略の策定 

・愛知県人口問題対策本部の開催、愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会

議の開催、市町村との連絡会議の開催 

・東三河「新しい人の流れによる新たな魅力と価値」創造事業による地域内外の関

係人口の創出と移住・定住の促進 

５．観光あいち・魅力発信 
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・外部人材と地域とのマッチング体制の整備、三河山間地域で起業により地域課題

解決に挑戦する「アントレワーク実践者」の選定・支援など、小規模高齢化集落

への支援、三河山間地域のなりわい・ひとづくりの推進 

・ワーケーション等の実証実験など、三河山間地域の関係人口の拡大に向けた取組

の推進 

 

 

236 国際芸術祭の開催と発信力の強化 

・芸術監督の選任、テーマ・コンセプトの決定、企画概要の決定など、2025 年の国

際芸術祭の開催に向けた準備 

・国際芸術祭連携事業である地元芸術大学との連携事業（アートラボあいち）の実

施 

238 愛知芸術文化センターの芸術創造・発信機能の一層の強化と愛知県陶磁美術館の

活性化 

・質の高い舞台芸術公演や美術展の開催、先駆的･実験的な芸術活動の展開、民間

アイデアの活用による施設活性化に向けたパイロット事業の実施など、愛知芸術

文化センターの充実・強化 

・SNS を活用した効果的な情報発信、来館のきっかけとなるイベントの実施、展示

事業の充実、民間アイデアの活用による施設活性化に向けたパイロット事業の実

施など、愛知県陶磁美術館の活性化 

243 愛知県新体育館（愛知国際アリーナ）の整備（2025 年夏）～アジア最大級のス

マートアリーナを活用した国際的なスポーツ、エンタメ、イベントの招致～ 

・2025 年夏のオープンに向けた建設工事の推進 

・開業準備に関する事業者との協議 

244 あいちトップアスリートアカデミーの開講など 2026 年アジア競技大会・アジア

パラ競技大会に向けた地元アスリートの育成 

・トップアスリートアカデミーとして、キッズ・ジュニアを対象とした競技体験プ

ログラム、ユース・パラアスリートを対象とした専門競技プログラム、全カテゴ

リーを対象としたスポーツ教養プログラムの実施、ユースを対象としたトップコ

ーチ招聘事業等を実施し、国際競技大会で活躍できる地元選手を発掘・育成 

・遠征、競技用具購入等の助成など、愛知ゆかりのオリンピック・アジア競技大会

等強化指定選手への支援 

・大学が所有するスポーツ施設を活用した実技講習会の開催や講師派遣など、大学

との「体育・スポーツ振興に関する協定」による取組の推進 

245 第 20 回アジア競技大会・第 5 回アジアパラ競技大会の開催（2026 年）、テスト

大会の招致、大会レガシーの継承 

・大会計画（競技、輸送、警備、宿泊、チケット等）の作成、競技会場仮設整備の

基本設計の実施、市町村が所有する競技施設の改修支援、アジアパラ競技大会の

６．文化・スポーツの振興 
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開催都市契約締結など、第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）・第 5 回

アジアパラ競技大会の開催準備 

・杭州大会閉会式の大会旗引継式（フラッグハンドオーバーセレモニー）における

次回開催都市「愛知・名古屋」の魅力発信 

・テスト大会の招致に向けた検討の実施 

・大会前、大会期間中、大会後のそれぞれに取り組むべき地域活性化の方向性を定

めた「地域活性化ビジョン」の推進による大会レガシーの継承 

 

 

252 友好・協力関係にある国・地域・機関との交流の推進（アメリカ、中国・アジ

ア、フランス・ドイツ・ベルギー・イスラエル等）、特に関係を深めることが望

まれる国・地域・機関を対象とした新たなパートナーシップの構築 

・オーストラリア・ビクトリア州、中国・江蘇省、広東省、山東省、ベトナム、タ

イ、韓国・京畿道、アメリカ・テキサス州、ワシントン州、インディアナ州、ケ

ンタッキー州、ベルギー3 地域、シンガポール、インド、インドネシア、フラン

ス・オクシタニー地域圏、オーベルニュ・ローヌ・アルプ地域圏、イスラエルな

どとの交流の推進 

・中国 3 大学（清華大学、上海交通大学、浙江大学）との交流の推進 

258 外国人県民が安心して暮らせる環境の整備（地域における日本語教育の推進、多

文化子育てサロンの設置促進、あいち医療通訳システムの運営、災害時の多言語

支援センターの設置運営等） 

・あいち外国人材適正受入れ・共生推進協議会、同生活環境ワーキンググループ、

同日本語学習・日本語教育ワーキンググループの開催 

・地域における初期日本語教育モデル事業の実施や「あいち外国人の日本語教育推

進会議」の開催、あいち地域日本語教育推進センターの運営、「外国人県民によ

る多文化共生日本語スピーチコンテスト」の開催など、地域における日本語教育

の推進 

・多文化子育てサロン設置促進など、外国人の子育て支援の充実 

・外国人創業希望者の在留資格要件の猶予と事業展開支援、「あいち外国人起業＆

経営支援センター」の運営など、外国人の創業活動の促進及び外国人経営者の支

援 

261 外国人の子どもの教育の充実（小中学校における日本語教育適応学級担当教員の

配置、プレスクールの拡大、日本語教室の運営費等の助成、外国人児童生徒の就

学支援活動の支援等） 

・プレスクール及び幼児向け日本語学習教材の普及拡大、日本語学習支援基金を活

用した外国人の子どもの学習支援、若者・外国人未来塾の実施など、日本語教育

の総合的な支援の実施 

・日本語教育適応学級担当教員の配置、語学相談員の派遣、日本度初期指導教室及

びプレスクールの運営支援など、公立小中学校における外国人児童生徒への教育

の充実 

７．あいちのグローバル展開 
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・外国人生徒教育支援員や日本語教育支援員の配置、就労アドバイザーの配置、小

型通訳機の配備など、県立学校における外国人幼児児童生徒への支援 

 

 

263 愛知県基幹的広域防災拠点の整備（2025 年度）～大規模災害時に全国から人員

や物資等を円滑に受け入れ、災害応急活動を後方支援～ 

・PFI 事業アドバイザリー業務の委託 

・用地取得完了に向けた物件調査・用地交渉の実施 

・敷地造成工事、既存のライフラインの移設・撤去工事の実施 

264 ペット同行避難の環境づくりの推進（ペット同伴者が安心して避難できる専用施

設の事業化可能性検討） 

・ペット同伴者専用避難施設の検討 

・市町村が行う避難所へのペット受入資機材の整備を支援 

268 ゼロメートル地帯における広域的な防災拠点の整備促進（木曽三川下流域 2 か

所、西三河南部、東三河南部） 

  【木曽三川下流域】 

・施設管理（愛西市旧永和荘跡地） 

・実施設計（弥富市海南こどもの国） 

【西三河南部（西尾市行用町）】 

・敷地造成工事、防災倉庫の建築工事、資機材整備 

【東三河南部（豊橋市国道 23 号豊川橋料金所跡地）】 

・用地測量、地盤解析 

285 治山施設の整備や危険箇所情報の周知など山間地域の防災・減災対策の推進 

・山地災害防止施設の整備など、治山事業の推進 

・土石流対策施設、急傾斜地崩壊防止施設、地すべり防止施設など、土砂災害防止

施設の整備 

・宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく基礎調査の実施、規制区域の検討など、

盛土等による災害防止の推進 

・民間住宅・建築物土砂災害対策改修事業費補助による住宅・建築物の土砂災害対

策の推進 

290 高齢者等に対する交通安全教育などの充実 

・啓発イベントの実施や自転車の反射材・乗車用ヘルメットの普及促進活動の実

施、安全運転サポートカーや運転免許証の自主返納制度の周知など、高齢者の交

通安全対策の推進 

・「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の周知、児童・生徒等及び高

齢者のヘルメット購入費助成、ヘルメット着用促進事業の実施、自転車交通安全

教育の推進など、自転車の安全利用の促進 

・乗車方法、交通ルールの周知など、電動キックボード等の安全利用の促進 

・「ながらスマホ」「あおり運転」等危険運転防止キャンペーンの実施など、法令違

８．安全・安心なあいち 
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反・悪質危険運転の根絶に向けた取組の推進 

 ・交差点の事故防止に向けた交通安全スリーS 運動、ハンド・アップ運動等の啓発

活動の実施、「歩行環境シミュレータ」を活用した参加体験型の出張講座の開催

など、交差点の交通事故防止に向けた取組の推進 

292 警察署（田原、豊田、愛知、蟹江、蒲郡、西尾、津島、豊川、岡崎、半田、一

宮、瀬戸）等の建替え等による警察力の強化 

・地域の治安や災害時の活動拠点としての機能強化のため、老朽化や狭隘化等が生

じている警察署の建替えを推進 

293 大府警察署（仮称）新設に向けた取組推進 

・知多半島における住民の利便性の向上及び災害時の活動拠点の役割を果たす大府

市内への警察署の新設に向けた検討の実施 

 

 

308 住宅の省エネ性能向上、住宅用地球温暖化対策設備の導入促進、ZEH（ゼロエネ

ルギーハウス）普及促進など家庭における温室効果ガスの排出削減 

・スマートハウス、ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）に関する設備な

ど、住宅用地球温暖化対策設備の導入を支援 

・住宅の省エネ性能向上を促す新たなガイドラインの策定及び周知 

309 事業者の再エネ・省エネ設備の導入促進、建築物 ZEB 化促進など産業・業務部門

における温室効果ガスの排出削減 

・事業者が行う太陽光発電等の自家消費型再生可能エネルギー設備の導入支援、よ

り性能の高い省エネ設備への更新支援、建築物の ZEB（ネット・ゼロ・エネルギ

ー・ビル）化支援など、事業者の再エネ・省エネ設備等の導入を促進 

 ・中小企業における脱炭素経営（SBT 認定取得）に向けた取組の支援 

310 三河湾における「ブルーカーボン」の取組推進（藻場の拡大により海中に取り込     

まれる炭素を増大） 

・藻場の生育に適した環境条件の調査、三河湾に適した効果的な造成手法の検討な

ど、藻場生育条件の調査の実施 

・ウェブページでの藻場生育環境調査状況の発信、県内のブルーカーボンの取組事

例等を紹介するシンポジウムの開催など、ブルーカーボンの積極的な情報発信 

311 県の行政活動を通じたカーボンニュートラルの推進(ESG 債(グリーンボンド

等)、県有施設への太陽光発電導入・県産木材利用推進、公用車ゼロエミッショ

ン化推進等) 

・使途を環境改善効果のある事業に限定した県債(グリーンボンド)の発行 

・太陽光発電設備の屋根貸し事業など、県有施設・県有地を活用した太陽光発電設

備の導入推進・県有施設 17 か所で太陽光発電の屋根貸し事業の実施 

・「木材利用の促進に関する基本計画」の推進、あいち木造・木質化サポートセン

ターによる相談会等の実施、県産木材を利用した PR 効果の高い民間施設等の支

援、「街区全体で統一的に木造・木質化を図るまちづくり」プロジェクトの支援

９．「環境首都あいち」 
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など、「あいち認証材」の利用を促進 

・公用車として導入した EV・PHV・FCV を活用した普及啓発の推進 

・老朽化した住宅の建替えによる省エネルギー性能の高い県営住宅の供給 

318 2030 年を目標とする SDGs の達成に向けた取組の加速 

・愛知県 SDGs 未来都市計画（第 2 期）の進行管理、SDGs 取組事例動画コンテンツ

の作成及び SDGs 登録企業等交流会の開催、SDGs AICHI EXPO 2023 の開催、「あい

ち SDGs 環境プラットフォーム」の運用など、SDGs 達成に向けた取組の推進 

・エシカル消費ポータルサイトによる情報発信、エシカル消費参加体験型イベント

の開催、「エシカル×あいち」メンバーの募集など、エシカル消費の普及啓発 

 

 

323 自立した持続可能な中京大都市圏の実現と分権型社会の構築、全国知事会、中部

圏知事会、名古屋市との連携・機能強化 

・2040 年頃の社会経済を展望し、2030 年までの重点的な政策の方向性を明らかに

する「あいちビジョン 2030」の推進 

・中京都構想に向けた名古屋市との連携など、中京大都市圏づくりの推進 

325 特区・規制改革について愛知らしさを生かした国への提案強化と実現 

・国家戦略特別区域計画に位置付けられた取組の実施や具体的な取組を国家戦略特

別区域計画に位置付け、新たな規制緩和を国に提案など、国家戦略特区の推進 

・設備等投資促進税制の適用期限の延長や税制措置の対象範囲の拡大、重点的な金

融支援などを国へ要請など、国際戦略総合特区「アジア No.1 航空宇宙産業クラ

スター形成特区」の推進 

・構造改革特区制度の規制の特例措置を活用した地域活性化の支援 

332 行政 DX の推進による効果的・効率的な業務の遂行及びキャッシュレス化などに

よるサービス提供の強化 

・行政手続のオンライン化を推進 

・キャッシュレス決済可能な行政手続を拡充し、キャッシュレス決済の利用を推進 

・県行政における生成 AI 利活用の検討など全庁共通業務のデジタル活用による業

務改善 

・行政課題に対し、ICT を活用した解決策を民間企業等から募集・マッチングし、

実証実験を行う「AICHI X TECH」の実施、愛知県図書館ウェブサイトへの AI チ

ャットボットの導入、あいち航空ミュージアムへのデジタル展示の導入など、県

行政の DX の推進 

・新規システムのクラウドサービスの利用及び既存システムのクラウドサービスへ

の移行を順次検討し、パブリッククラウドの活用を推進 

 

 

10．地方分権・行財政改革の推進 
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342 東三河県庁を軸とした連携の強化と「東三河振興ビジョン 2030」（2022～2030 年

度）の推進 

・重点プロジェクトの進捗管理や事業計画の策定、主要プロジェクト推進プランの

進捗管理を行う東三河ビジョン協議会の開催 

・東三河地域内外の関係人口の創出と移住・定住の促進、「歴史・文化」をテーマ

とする広域観光プロジェクトの実施など、東三河 8 市町村及び東三河広域連合等

との連携による｢東三河振興ビジョン 2030」の推進 

・2022 年度から推進する重点プロジェクト「大都市の企業・個人を対象とした東三

河関係人口、移住・定住の創出プロジェクト」の事業実施 

344 STATION Ai パートナー拠点「東三河スタートアップ推進協議会」を中心とした

産業イノベーションの創出 

・STATION Ai パートナー拠点第一号として位置付けた「東三河スタートアップ推進

協議会」に統括マネージャーを配置し、スタートアップ・エコシステムの形成を

推進 

349 豊かな自然を始め地域資源を活用した東三河の魅力の創造・発信、及び広域観光

エリアとしての魅力の向上・発信、スポーツの振興 

・東三河地域内外の関係人口の創出と移住・定住の促進、「歴史・文化」をテーマ

とする広域観光プロジェクトの実施など、東三河 8 市町村及び東三河広域連合等

との連携による｢東三河振興ビジョン 2030」の推進 

・観光関係者や交通事業者等と構築する「愛知観光プラットフォーム」を活用した

観光資源の旅行商品化の促進 

・豊橋市が実施する豊橋市新アリーナの整備・運営に向けた取組への支援 

357 東三河高校教育プロジェクトによる特色ある学校づくりの推進 

・豊橋工科高校への夜間中学併設 

・時習館高校への併設型中高一貫校導入 

・御津あおば高校の全日制単位制普通科への改編、昼間定時制併置 

・三谷水産高校実習船「新愛知丸」の建造 

・渥美農業高校であつみ次世代農業創出プロジェクトを実施 

・豊橋工科高校への夜間中学併設、時習館高校への併設型中高一貫教育導入、御津

あおば高校の全日制単位制普通科への改編、昼間定時制併置、三谷水産高校実習

船「新愛知丸」の建造、渥美農業高校でのあつみ次世代農業創出プロジェクトの

実施など、東三河高校教育プロジェクトの推進 

東三河の振興 


